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―学部学生の特徴について―

松田佐智子１，２、横尾美智代１

西九州大学大学院生活支援科学研究科１、西九州大学短期大学部食物栄養学科２

（平成２７年２月２５日受理）

和文要旨

神埼キャンパスの学部生に対し、喫煙に関する質問紙調査を行った。その結果、１５０人（学部生

の１４．１％）が喫煙者であることを示した。喫煙者の割合は、男子学生２５．４％、女子学生６．９％であっ

た。学部生の約１０％（１１７人うち男性８６人、女性３１人）は習慣的に喫煙していた。所属学科別では、

リハビリテーション学科の喫煙者割合が高かった。喫煙者の平均年齢は２０．４歳、FTND（ファーガ

ストロームのニコチン依存度指数）の平均値は中程度であった。未成年喫煙者は３９人（２６．０％）で、

そのうち８０％が男子学生であった。未成年と成年の喫煙者を比較すると、喫煙を開始した時期と動

機、所属において有意な差が見られた。しかし、FTNDでは有意な差は見られなかった。
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１ はじめに

WHO（世界保健機構）が喫煙による健康に及ぼす悪

影響から現在および将来の世代を保護することを目的と

した「たばこ規制枠組み条約（FCTC）」が採択されてす

でに１０年以上が経過した。本条約への締結国は１００カ国

を越え、多くの国で喫煙の規制と健康被害防止が共有さ

れている１）。我が国において平成１７年に本条約が発効さ

れた。前後して平成１４年にはたばこ規制に関連する国内

法として「健康増進法」が施行され、第２５条において公

共施設管理者は受動喫煙防止対策の努力を義務付けられ

ることとなった２）。健康増進法に基づく国民健康づくり

運動「健康日本２１」では我が国が対応を必要とする最重

要分野の１つに選ばれ、未成年の喫煙の根絶や禁煙希望

者への支援が実施された。その結果、高校３年生男性の

喫煙率は３６．９％（平成８年）から２１．７％（平成１６年）、

８．６％（平成２２年）と有意な減少がみられた３）。２０１３年か

ら開始された「健康日本２１（第二次）」においても、喫

煙は引き続き重点分野の１つであり、未成年の喫煙をな

くすこと、成人の喫煙率を１２％（平成３４年）にすること

等の目標値が設定された４）。また、平成２２年には厚生労

働省健康局長通知には「多数の者が利用する公共的な空

間については、原則として全面禁煙であるべきである」

との文言が含まれていた５）。このように国内外で受動喫

煙防止や喫煙による健康被害の認知度を高め、喫煙率の

低下を図る対策が進められている。

特に高等教育機関に限定した状況について見てみる

と、現在２０６大学、２６短大が敷地内（キャンパス）内禁

煙を実施しており、その数は医療系学部を中心に年々増

加している６）。特に日本赤十字豊田看護大学、兵庫医療

大学など新設校では開学時から全面禁煙を実施している

大学もみられる。さらにこれまでは実施が困難と言われ

ていた大規模校においても東北大学、立命館大学で敷地

内全面禁煙が開始され、大阪大学は平成２９年度の全面禁

煙実施を目標に準備が進められている７）。

本学は管理栄養士、社会福祉士、健康運動指導士、理

学療法士、作業療法士など医療従事者を養成する医療・

福祉系の大学であるが、現在の喫煙対策は建物内禁煙に

留まっており、敷地内禁煙は実施されていない。喫煙の

実態については、学生のライフスタイル調査の一環とし

ての喫煙状況調査は実施されているが、研究目的からの

喫煙実態調査は今までのところ見られない。そこで本研

究ではまず、神埼キャンパス内における喫煙の現状を知

るために、その実態把握を目的として調査を行った。

２ 対象および方法

本学神埼キャンパス（健康栄養学部健康栄養学科、リ

ハビリテーション学部リハビリテーション学科、健康福

祉学部社会福祉学科、スポーツ健康福祉学科）の学生お

よび教職員、事務職員のうち休学者、休職者を除いた

１，３５９人（学部学生１，２０８人、大学院生２８人、教職員７７人、

事務職員４６人）を調査の対象とした。

調査は２０１４年７月から１１月にかけて無記名による自記

式質問紙を用いて行った。学部学生を対象とした調査

は、各学科の教員に協力を依頼し、承諾を得た講義の時

間に調査者または調査協力者が調査の趣旨説明を行い、

質問紙の配布・回収を行った。教職員と事務職員には調

査者が口頭または書面にて趣旨を説明し、封書を用いた

配布・回収を行った。

質問紙調査の項目は、先行研究を参考にして、基本的

属性（所属、年齢、性別、住居、恋人の有無、居住形態）

および喫煙に関する項目（喫煙経験・習慣の有無、喫煙

開始時期、喫煙のきっかけ、禁煙の有無、禁煙理由）、

ニコチン依存度テスト（ファーガストロームのニコチン

依存度指数（FTND））（別紙１）、加濃式ニコチン依存

度調査票（KTSND））（別紙２）、喫煙に対するイメージ

の４項目とした。データ解析には Excel２０１３、エクセル

統計第３版、SPSSver１６．０Jを用いて、有意水準５％で

χ
２検定、t検定を行った。なお、本調査の実施にあたっ

ては、西九州大学倫理委員会より承認を得た（承認番号

H２６‐１）。

３ 結 果

分析の対象は、回答が不十分であった者や調査参加へ

同意が得られなかった者を除く１，０６１人（男性４１５人、女

性６５０人）であり、有効回答率８９．４％であった。回答者

の平均年齢（±SD）は、１９．９（±１．４）歳であった。教

員は７７人の内５７人（７４．０％）、事務職員では４６人の内３７

人（８０．４％）であったが、本稿では、学部学生の結果に

ついてのみ報告を行う。

３．１ 神埼キャンパスの喫煙状況（表１）

質問紙調査において、「現在、喫煙習慣がある」、「昔、

喫煙習慣があったが、現在はない（たまに吸う程度）」

と回答した者を喫煙者、「今は吸わないが、過去に喫煙

をしたことはある」を禁煙者、「喫煙したことがない」

を非喫煙者の３群に区分した。神埼キャンパスの学部学

生の喫煙者は１５０人であった。男性１０５人、女性４５人であ

り、学部学生全体の１４．１％を占めていた。男女別で割合

を見ると、男性２５．４％、女性６．９％である。非喫煙者８０．０％

で、禁煙者は５．８％であった。喫煙者の平均年齢（±SD）

は２０．４（±１．４）歳であった。特に、「習慣的喫煙あり」

者に限定した場合では１１７人（男性８６人、女性３１人）で、

これはキャンパス全体の学部学生の約１割に相当する割
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合であった。喫煙者（１５０人）の学部学科別内訳は、健

康栄養学科４１人（２７．３％）、リハビリテーション学科５６

人（３７．３％）、社会福祉学科４９名（３２．７％）、スポーツ健

康福祉学科４人（２．７％）であった。男女別の喫煙率は

男子学生２５．４％、女子学生６．９％と男子学生の喫煙率が

有意に高かった（p＜０．００１）。各学科内での喫煙者が占

める割合は、健康栄養学科９．３％、リハビリテーション

学科１９．４％、社会福祉学科１６．３％、スポーツ健康福祉学

科１２．１％であった。学科別の喫煙者割合は、最も多いリ

ハビリテーション学科と、健康栄養学科の間で１０．１ポイ

ントの差がみられた。各学科での喫煙者割合を男女別に

見ると、スポーツ健康福祉学科以外の学科では、男性の

方が女性よりも喫煙者割合が高かった。しかし実数でみ

ると健康栄養学科の喫煙者（４１名）は男性喫煙者（１５人）

に対し女性喫煙者（２６人）の方が多く存在していた。

また、神埼キャンパスの学部学生喫煙者（１５０名）の

ニコチン依存度テスト（別紙参照、１０点満点）の平均値

は５．５（±３．０）で、中程度の依存度を示していた。

３．２ 未成年者の喫煙状況（表２、表３）

学部学生喫煙者を成年、未成年に分けて観察すると、

１５０人のうち未成年喫煙者は３９人で２６．０％を占めてい

た。性別で見ていくと、男性喫煙者は１０５人のうち３２人

（３０．５％）、女性喫煙者では４５人のうち７人（１５．６％）

であった。未成年喫煙者の特徴をさらに各年齢別に見て

みると、１８歳、１９歳と年齢が上がるにつれて、男女とも

に喫煙者数が約２．５倍から３．５倍に増加する傾向がみられ

た。また未成年喫煙者の男女比は、男性が８割以上を占

めていたが、成年喫煙者の場合のそれは女性が３割以上

を占めていた。

未成年喫煙者の所属学科は健康栄養学科１０人

（２５．６％）、リハビリテーション学科１８人（４６．１％）、社

会福祉学科７人（１７．９％）、スポーツ健康福祉学科４人

（１０．３％）となっており、リハビリテーション学科の学

生が未成年喫煙者の約半数近くを占めていた。

神埼キャンパス学部学生の未成年者全体に占める喫煙

者の割合は４４６人中３９人（８．７％）であった。各学科の未

成年学生に占める喫煙者割合を見ていくと、健康栄養学

科は１９８人中１０人（５．１％）、リハビリテーション学科は

１２９人中１８人（１４．０％）、社会福祉学科は８６人中７人

（８．１％）、スポーツ健康福祉学科は３３人中４人（１２．１％）

を占めていた。リハビリテーション学科内の未成年者に

対する未成年喫煙者割合は１４．０％で神埼キャンパス内で

は最も高い割合を占めていた。

統計学的有意性については、所属学科（p＝０．００１）、

喫煙習慣の有無（p＝０．０４７）、喫煙開始時期（p＝０．０２３）、

表１ 神埼キャンパス学部学生の喫煙状況

総数 健康栄養学科
リハビリ

テーション学科
社会福祉学科

スポーツ
健康福祉学科

人 ％ 人 ％＊１ ％ 人 ％＊１ ％ 人 ％＊１ ％ 人 ％＊１ ％

総数 １０６１ １００．０ ４３９ ４１．４ １００．０ ２８８ ２７．１ １００．０ ３０１ ２８．４ １００．０ ３３ ３．１ １００．０
喫煙者 １５０ １４．１ ４１ ２７．３ ９．３ ５６ ３７．３ １９．４ ４９ ３２．７ １６．３ ４ ２．７ １２．１
禁煙者 ６２ ５．８ ２２ ３５．５ ５．０ ２２ ３５．５ ７．６ １５ ２４．２ ５．０ ３ ４．８ ９．１
非喫煙者 ８４９ ８０．０ ３７６ ４４．３ ８５．６ ２１０ ２４．７ ７３．０ ２３７ ２７．９ ７８．７ ２６ ３．１ ７８．８

男性 ４１３ １００．０ ７８ １８．９ １００．０ １７３ ４１．９ １００．０ １３５ ３２．７ １００．０ ２７ ６．５ １００．０
喫煙者 １０５ ２５．４ １５ １４．３ １９．２ ４９ ４６．７ ２８．３ ３８ ３６．２ ２８．１ ３ ２．９ １１．１
禁煙者 ４１ ９．９ ９ ２２．０ １１．５ １９ ４６．３ １１．０ １０ ２４．４ ７．４ ３ ７．３ １１．１
非喫煙者 ２６７ ６４．６ ５４ ２０．２ ６９．２ １０５ ３９．３ ６０．７ ８７ ３２．６ ６４．４ ２１ ７．９ ７７．８

女性 ６４８ １００．０ ３６１ ５５．７ １００．０ １１５ １７．７ １００．０ １６６ ２５．６ １００．０ ６ ０．９ １００．０
喫煙者 ４５ ６．９ ２６ ５７．８ ７．２ ７ １５．６ ６．１ １１ ２４．４ ６．６ １ ２．２ １６．７
禁煙者 ２１ ３．２ １３ ６１．９ ３．６ ３ １４．３ ２．６ ５ ２３．８ ３．０ ０ ０．０ ０．０
非喫煙者 ５８２ ８９．８ ３２２ ５５．３ ８９．２ １０５ １８．０ ９１．３ １５０ ２５．８ ９０．４ ５ ０．９ ８３．３

喫煙者：現在喫煙習慣あり／過去喫煙習慣あり（今も時々吸う）
禁煙者：過去喫煙習慣あり（今は吸わない），非喫煙者：喫煙習慣なし
＊１喫煙状況別に対する各学科の割合

表２ 神埼キャンパス学部学生の成年・未成年別、性別の喫煙率

総数 男性 女性
年齢 喫煙者（％）／ 対象者【％】＊１ 喫煙者（％）／ 対象者【％】＊１ 喫煙者（％）／ 対象者【％】＊１

２０歳未満 ３９（２６．０）／ ４４６【１００】 ３２（３０．５）／ １７０【８２．１】 ７（１５．６）／ ２７６【１７．９】

１８歳 ９／ １７４ ７／ ６３ ２／ １１１

１９歳 ３０／ ２７２ ２５／ １０７ ５／ １６５

２０歳以上 １１１（７４．０）／ ６１５【１００】 ７３（６９．５）／ ２４３【６５．８】 ３８（８４．４）／ ３７２【３４．２】

総数 １５０（１００．０）／ １０６１ １０５（１００．０）／ ４１３ ４５（１００．０）／ ６４８
＊１成年、未成年それぞれの男女別割合
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喫煙のきっかけ（p＝０．０３２）で有意な違いが見られた。

一方、居住形態、性別、特定の異性の存在、喫煙による

将来的な不安については有意な違いは見られなかった。

ニコチン依存度テスト（FTND）の数値【平均（±SD）】

については未成年群では５．５（±３．２）、成年群では５．５（±

３．０）で t検定の結果、両群に有意な違いは見られなかっ

た。

４ 考 察

本学神埼キャンパスの学部学生の喫煙者割合は男子学

生の約４人にひとり、女子学生の１４人にひとりという割

合であった。日本私立大学連盟が２０１１年に実施した調査８）

によると私立大学生の喫煙率は１２．２％（男性１９．０％、女

性４．０％）となっており、神埼キャンパス学部学生全体

の１４．１％（男性２５．４％、女性６．９％）と比較すると大き

な差はなかったが、男女別だと本学男子学生の方が高い

喫煙率であった。男性の方が女性よりも喫煙率が高いと

いうことでは先行研究と一致していた。

吉田ら９）の中学生を対象とした報告では男性の喫煙経

験者は喫煙願望を肯定する者が多く、禁煙教育の受け入

れが困難である可能性を示していた。また、周囲が喫煙

を勧めた場合、男子生徒の方が受容しやすいなど周囲か

らの対応に性差が存在するとしており、保健行動の観点

から男女それぞれの特徴を把握し検討することも必要で

ある。

また平成２４年国民健康・栄養調査１０）に よる２０代

（２４．３％：男性３７．６％、女性１２．３％）の喫煙率との比較

では、神埼キャンパス学部学生の２０代（１８．０％：男性

２９．９％、女性１０．２％）の方が下回っていた。これは国民

健康・栄養調査には学生だけではなく社会人が多く含ま

れており、収入面でタバコを購入しやすいこと等による

違いがあると考えられる。

本調査の結果、未成年群と成年群ではニコチン依存度

テストの結果には違いが見られなかったが、所属学科、

習慣的喫煙、喫煙開始時期、喫煙のきっかけでは両群に

有意な違いがみられた（表３）。学科の喫煙率はリハビ

リテーション学科が１９．４％と最も高く、健康栄養学科

（９．３％）と比べると１０．１ポイントの差がみられた。神

田ら冨田らによる先行研究では理学・作業療法学専攻学

表３ ２群（未成年学部学生・成年学部学生）による喫煙者の比較

未成年喫煙群（％）
N＝３９

成年喫煙群（％）
N＝１１１ p値＊１

ニコチン依存度テスト 全学科 ５．５（±３．２）＊２ ５．５（±３．０）＊２ ０．９５５＊３

所属学科 健康栄養学科 １０ （２５．６） ３１ （２７．９） ０．００１
社会福祉学科 ７ （１７．９） ４２ （３７．８）
スポーツ健康福祉学科 ４ （１０．３） ０ （０．０）
リハビリテーション学科 １８ （４６．１） ３８ （３４．２）

性別 男性 ３２ （８２．１） ７３ （６５．８） ０．０５６
女性 ７ （１７．９） ３８ （３４．２）

居住形態 アパート １７ （４３．６） ４１ （３６．９） ０．７７２
実家 ２０ （５１．３） ６５ （５８．６）
寮 ２ （５．１） ４ （３．６）
その他 ０ （０．０） １ （０．９）

特定の異性の友人 あり １７ （４３．６） ６０ （５４．１） ０．２６１
なし ２２ （５６．４） ５１ （４５．９）

喫煙習慣 習慣性あり ２６ （６６．７） ９１ （９２．０） ０．０４７
たまに吸う程度 １３ （３３．３） ２０ （１８．０）

喫煙開始時期 小学生 １ （２．６） ６ （５．２） ０．０２３
中学生 １８ （４６．２） ３２ （２７．８）
高校生 １２ （３０．８） ２４ （２０．９）
高校卒業後 ８ （２０．５） ２６ （２２．６）
２０歳以上 ０ （０．０） ２３ （２０．０）

喫煙のきっかけ 何となく ７ （１７．９） ３６ （３２．４） ０．０３２
交際相手の影響 １ （２．６） ４ （３．６）
家族の影響 ３ （７．７） ２ （１．８）
友人の勧め １１ （２８．２） ２１ （１８．９）
年上（先輩など）の人の勧め ８ （２０．５） ７ （６．３）
好奇心 ８ （２０．５） ２７ （１８．９）
かっこいい ０ （０．０） ２ （１．８）
その他 １ （２．６） １２ （１０．８）

喫煙の将来的な不安 不安あり １０ （２５．６） ５３ （４７．７） ０．０６７
不安なし ８ （２０．５） ２４ （２１．６）
どちらでもない ２１ （５３．８） ３４ （３０．６）

＊１
χ
２検定 ＊２テストの全項目に回答した未成年学生 N＝３９成年学生 N＝９８の平均値（±SD）である

＊３ t検定
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生の喫煙率は６．３％１１）、理学療法士を対象とした調査で

は２３．０％１２）という報告がある。リハビリテーション学科

は未成年学生の喫煙率が高く、キャンパス内の未成年喫

煙者の約半数を同学科の学生が占めていたことは大きな

特徴であった。健康栄養学科は学科学生にしめる喫煙者

の割合としては大きくはないものの、喫煙女性の約２人

に１人が健康栄養学科であった点は大きな特徴である。

スポーツ健康福祉学科は喫煙者が４名であったが全員が

今年度入学した１年生であり、未成年者である点は問題

である。

喫煙開始時期は２群の間に有意な違いがみられたが、

両群ともに中学生の頃に最初の喫煙を経験している者が

最も多く、小学生の頃という回答者もみられた。このこ

とは、本学学生に限った特徴ではない。実際、佐賀県内

の調査では小学生に喫煙を開始している者が確認されて

いる１３）。また、佐賀県医師会による喫煙予防教室は「初

発の曝露前」（小学校高学年）に絞って実施されている

ことからも１４）中学時代に喫煙を開始する者が多いことが

示唆される。一方、高校卒業後から２０歳未満の間に喫煙

を開始している者が両群ともに２割を占めていること、

さらに成年学生群の２割は成人後に喫煙を開始したこと

がわかった。これは高校卒業後あるいは本学入学後に喫

煙を開始した人たちであり、本学の敷地内に喫煙所があ

るという環境がこれらの人たちの喫煙開始や喫煙習慣を

支持している可能性が考えられる。

中島らや小牧らなどの報告では大学内での敷地内全面

禁煙が喫煙率の低下に効果がみられた（表４）１５－１８）。先

行研究で男女別の喫煙率を算出していた K医科大学、

高崎健康福祉大学の２つの大学の敷地内全面禁煙実施前

後の喫煙率を比較すると、男性１３．９あるいは１８．３ポイン

ト、女性６．８あるいは７．５ポイントに減少していた。一方、

埼玉県立大学、岐阜大学は男女合わせた喫煙率であった

が、両大学ともに敷地内禁煙を実施することで４．１ある

いは７．９ポイント減少していた。K医科大学と高崎健康

福祉大学の先行研究の結果の平均値を本学神埼キャンパ

スに当てはめて試算すると、神埼キャンパスで敷地内禁

煙化を実施した場合、男性は１０％台、女性は１％以下の

喫煙率が期待できるであろう。

しかし、清らの報告では敷地内全面禁煙を行っても近

隣に喫煙できる環境がある場合、喫煙率低下に効果がな

かったとしている１９）。本学のみが禁煙環境を整えても周

囲の飲食店等、学外での喫煙が可能であれば、根本的な

解決は困難であることが懸念される。また、秋田大学の

ように、敷地内全面禁煙を断念した大学も過去に４例が

報告されていることから６）も、単に喫煙コーナーを撤去

するだけでは学生のたばこ問題の解決にはならない。先

行する大阪大学、龍谷大学が実施しているような、禁煙

教育プログラムや禁煙相談などのサポート体制の充実に

よる医学的、心理的支援、キャンペーンや新入生を対象

とした説明会など学内での広報活動の充実も必要であろ

う。また、ニコチン依存者のニコチン離脱症に対するケ

アも考慮しニコチンパッチなどのニコチン代替療法を取

り入れるなど敷地内全面禁煙に移行する前段階から実施

以降も禁煙・防煙サポートを充実させることも重要であ

り、卒煙ブースへの切り替えなど段階的な対応を行うと

いう工夫も考えられる７、２０）。

未成年者の喫煙率は８．７％であり、医療系の大学であ

る熊本保健科学大学１２．１％２１）と首都圏の５大学文系の１

年生１０．６％２２）と比べ低い割合であったが、喫煙者の約４

人に１人（２６．０％）、男性喫煙者では約３人に１人

（３０．５％）が未成年であること、未成年者が法的に喫煙

を認められていないことから、この結果は見過ごすこと

のできない問題である。また、喫煙者に対する各年齢の

割合が１８歳から１９歳へ年齢が上がる際、大きく増加する

傾向がみられた。これは今まで喫煙が身近でなかった者

も喫煙所を有する大学という環境が日常的に学生や教職

員の喫煙風景を見ることで、喫煙意欲を持ち喫煙習慣者

となったとも考えられる。喫煙風景を無くす点では敷地

内全面禁煙化が有効であるが、すでに述べているように

敷地外喫煙へ移行しないよう支援しなければならない。

本研究から神埼キャンパス学部学生の喫煙の特徴が明

らかになったが、この情報は学生の自記式質問紙調査の

表４ 敷地内全面禁煙実施大学の喫煙率の変化

実施年 実施前 実施後 減少ポイント 調査時期 実施前→実施後

男女別

K医科大学

高崎健康福祉大学

２００４年

２００６年

男子３６．０％、女子１１．５％

男性２５．２％、女性７．６％

男子２２．１％、女子４．０％

男性６．９％、女性０．８％

男子１３．９、女子７．５

男性１８．３、女性６．８

２００３年→２００７年

２００５年→２０１３年 ＊２００５年のみ教職員を含む

平均 男性３０．６％、女性９．６％ 男性１４．５％、女性２．４％ 男性１６．１、女性７．２

本学神埼キャンパス ２０１４年 男性２５．４％、女性６．９％

実施年 実施前 実施後 減少ポイント 調査時期 実施前→実施後

総数

埼玉県立大学

岐阜大学

２００５年

２００５年

９．４％

１０．８％

５．３％

２．９％

４．１

７．９

２００５年→２０１０年

２００３年→２０１１年

平均 １０．１％ ４．１％ ６．０

本学神埼キャンパス ２０１４年 １４．３％
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結果のみに依っている。そのため、喫煙の有無や喫煙量

については多少のバイアスがあることが推測される。こ

の点については考慮が必要だと思われる。

本報告は喫煙状況を学部学生全体、学科別、性別、年

齢階級別にみた分析であるが、本学神埼キャンパス男性

学部学生と未成年者の喫煙率が高く、管理栄養士と理学

療法士、作業療法士など本学でも特に医療現場に近い学

科で喫煙者が多いことなどが問題であろうと示唆され

た。
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Abstract

A Survey on Smoking on the Kanzaki Campus of Nishikyushu University
―characteristics of undergraduate students―

Sachiko Matsuda１，２, Michiyo Yokoo１

Graduate School of Human Care Sciences, Nishikyushu University１,
Department of Food and Nutrition, Nishikyushu University Junior College２

（Accepted: February２５，２０１５）

A questionnaire survey on smoking was conducted on undergraduate students on the Kanzaki

Campus. The results showed that a total of 150 students smoked (14.1% of the student population).

The proportion of smokers was 25.4% among male students and 6.9% female students. A total of 117

students (86 male, 31 female), or approximately 10% of the student population, were regular smokers.

In terms of department, the proportion of smokers was high among students in the Department of Re-

habilitation. Smokers had a mean age of 20.4 years, and their mean score on the FTND (Fagerstrom

Test for Nicotine Dependence) was moderate. A total of 39 smokers (26%) were underage smokers,

and 80% of them were male students. A comparison of underage and adult smokers revealed signifi-

cant differences in the departments they belonged to, the timing at which they started smoking, and

motivation for starting to smoke. However, no significant differences were seen in the results of the

FTND. These results suggest that no major differences in the amount of smoking or smoking aware-

ness exist between underage and adult smokers.

Key words：smoking, undergraduate students, underage students
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